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教 育 研 究 業 績 

氏名 沢宮容子 

学位：博士（心理学） 

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

心理学 臨床心理学 カウンセリング心理学 

主要担当授業科目 
公認心理師の職責、心理学文献講読 A、臨床心理学セミナー、臨床心理面接特論Ⅱ、臨床

心理学特論Ⅱ、心理実践実習Ⅰ、臨床心理実習Ⅰ(心理実践実習Ⅲ)、臨床心理実習Ⅱ 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 
事項 年月日 概要 

１ 教育方法の実践例 特記事項なし。 

２ 作成した教科書，教材 
平成 30

年 11 月 

平成 31

年 3 月 

令和 5 年

3 月 

『日常診療に役立つ行動医学・心身医学アプローチ』（吉

内一浩（編著）医歯薬出版株式会社 2018 年発行）にお

いて、患者の行動変容に役立つ理論・技法８「動機づけ面

接」（pp.64～72）を執筆。「臨床心理学特講」等の授業で

教材として用いた。 

『公認心理師技法ガイド』（下山晴彦他（編著）文光堂 

2019 年発行）において、「セルフモニタリング」（pp.394

～398）、「認知再構成法」（pp.399～404）を執筆。「臨床心

理学概論」等の授業で教材として用いた。 

『臨床心理学と心の健康』（金沢吉展・沢宮容子（編著）

東京大学出版会 2023 年発行）において、本書全体の編

集を担うとともに、第 I 部臨床心理学の社会的役割第 2 章

「心理職の社会的役割」（pp.17～24）を執筆した。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評

価 

平成 27

年 4 月 

令和 5 年

3 月 

筑波大学人間系優秀教員賞受賞。 

筑波大学人間系優秀教員賞受賞。 

４ 実務の経験を有する者についての

特記事項 

平 成 25

年 4 月～

令和 5 年

3 月 

平 成 25

年 4 月～

現在 

筑波大学心理相談室室長として心理相談室の運営・管理に

携わり、地域社会にも寄与した。 

心理専門職を含む一般市民を対象とした講演会・研修会、

筑波大学キャリア・プロフェッショナル養成講座、筑波大

学リカレント教育プログラム、北区教育委員会教育相談研

修会等の講師を務めている。 
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令和 6 年

4 月～現

在 

 

 

東京成徳大学大学院心理・教育相談センター長とし

て、心理相談室の運営・管理に携わり、地域社会にも寄

与している。 

 

 

５ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 21

年 4 月～

現在 

 

平 成 23

年 8 月～

平 成 25

年 7 月 

 

平 成 26

年 5 月～

令和 5 年

4 月 

 

平 成 26

年 12 月

～令和 2

年 11 月 

 

平 成 28

年 1 月～

令和 3 年

3 月 

 

平 成 30

年 2 月～

現在 

 

令和 4 年

8 月～現

在 

 

独立行政法人大学評価・学位授与機構学位審査会専門委員

（令和 4 年 1 月より心理学部会主査）として、学位審査を

行っている。 

 

独立行政法人日本学術振興会特別研究員等審査会専門委

員、及び国際事業委員会書面審査員として、特別研究員等

の審査を行った。 

 

 

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構大学機関別認証

評価委員会専門委員として、認証評価を行った。 

 

 

 

独立行政法人日本学術振興会科学研究費委員会専門委員

（臨床心理学）として、研究費配分のための審査を行った。 

 

 

 

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構国立大学教育研

究評価委員会専門委員として、国立大学の教育研究評価を

行った。 

 

 

国家試験公認心理師試験委員を務めている。 

 

 

 

国家試験公認心理師試験企画評価委員を務めている。 

 

 

 
 

 
 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 
事項 年月日 概要 

１ 資格，免許 

 

 

平 成 12

年 4 月 

 

 

財団法人日本臨床心理士資格認定協会臨床心理士。 

 

 

      

２ 特許等   

 

特記事項なし。 

 

      

 

３ 実務の経験を有する者についての

特記事項 

  

 

特記事項なし。 
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４ その他 

 

 

 

 

 

平成 21

年 8 月 

 

令和 3 年

8 月 

 

 

日本カウンセリング学会独創研究－内山喜久雄記念賞受

賞。 

 

日本応用心理学会学会賞受賞。 

 

  

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・共

著の別 

発行又は発

表の年月      

発行所，発表雑

誌等又は発表

学会等の名称 

概要 

（著書） 

（平成 20 年以降） 

1．教師のための学校カウンセ

リング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．認知行動療法の技法と臨床 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．ヒューマンサービスに関わ

る人のための改訂教育心理学 

 

  

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

平成 20年 8

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 20 年

10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21年 4

月 

 

 

 

有斐閣 

（344 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本評論社 

（323 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化書房博文

社 

（221 ページ） 

  

 

本書は，学校で行うカウンセリングの

中でも，教師が行うカウンセリングに

特化して解説したものである。これか

ら教職に就く学生が，教育現場でカウ

ンセリングの即戦力となるための素養

やスキルをいかに育てるかを解いたも

のである。担当箇所においては，子ど

もたちの進路選択や人生設計をサポー

トするためのキャリア教育について解

説した。具体的には，キャリア教育が

求められるようになった背景とその内

容，キャリア教育と進路指導の違いな

ど，主にキャリア教育の基礎的知識を

記した。 

担当箇所：第Ⅱ部第 9 章第 1 節「なぜ

キャリア教育が必要なのか」（pp.156

～157），第 2 節「キャリア教育とは」

（pp.158～160） 

編著者：小林正幸，橋本創一，松尾直

博 

 

本書は，認知行動療法の発想と実践に

ついて体系的に学 ぶことができる標

準的なテキストブックである。「第 1

部 総論」「第 2 部 治療モジュールと

技法」「第 3 部 臨床」「第 4 部 関連

領域との連携」から成る。担当した第 2

部第 11章「アサーショントレーニング」

においては，アサーショントレーニン

グの定義，主要研究，具体的手続き，

効用と限界，実施上の留意点について

論じた。 

担当箇所：第 2 部第 11 章「アサーショ

ントレーニング」（pp.93～99） 

編著者：内山喜久雄，坂野雄二 

 

本書は，ヒューマンサービスに関わる

人のためのシリーズ書である『教育心

理学』の改訂版である。第 1 講の「教
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4. ヒューマンサービスに関

わる人のための改訂人間関係

学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．クライエントの問題を解決

する面接技法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22年 4

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22年 6

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化書房博文

社 

（198 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぎょうせい 

（204 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育心理学とは何か」から第 27 講の「モ

ンスターペアレント」まで, 教育心理

学における最小限の必修事項と複雑化

する学校現場に対応するための最新知

識がバランスよく記述されている。担

当箇所「非行」においては，非行の定

義，最近の非行の特徴，非行少年と関

わる際のポイントについて解説した。

また，「カウンセリング」においては，

カウンセリングの定義，カウンセラー

の条件，カウンセリングの技法を概説

した上で，ヒューマンサービスに生か

す観点からカウンセリングを論じた。 

担当箇所：第 19 講「非行」（pp.150～

155），第 21講「カウンセリング」（pp.164

～172）， 

編著者：徳田克己，水野智美，高見令

英 

 

本書は，ヒューマンサービスを内容と

する専門職の養成段階や現職者の研修

等で使用できるテキストとして，社会

心理学における対人関係やコミュニケ

ーション関係の知見を紹介したもので

ある。「第 1 章 よりよい人間関係を作

る」から「第 11 章 福祉施設における

人間関係」まで全 11章から構成される。

担当箇所では，「人間関係の病理」を

テーマに，対人恐怖や引きこもりのよ

うな人間関係の病から人間関係を改善

する方法まで解説した。 

担当箇所：第 2 章「人間関係の病理」

（pp.29～47） 

編著者：徳田克己 

 

本書は，最新の面接技法を紹介したも

のである。「第 1 章 基本的技法の現在」

「第 2章 行動理論を基礎とした最新の

技法」「第 3 章 理論と共に発展する面

接技法」「第 4 章 最新のカウンセリン

グ現場の新たな展開」から成る。担当

した第 2 章第 1 節では，クライエント

の問題を解決する面接技法の一つであ

る「認知変容の技法」について概説し

た。同技法は，人はそれぞれ出来事に

ついて異なった受け取り方をすること

を前提に，受け取り方や考え方（認知）

を変容させることでクライエントが抱

える問題の解決を図る技法である。 

担当箇所：第 2 章第 1 節「行動理論を

基礎とした最新の技法：認知変容の技

法」（pp.48～57） 

編著者：楡木満生 
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6．REBT カウンセリング「感情

の問題解決」を指向して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7．認知行動療法の理論と臨床 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8．実践グループカウンセリン

グ 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22年 9

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年

11 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年

11 月 

 

 

 

 

 

 

ぎょうせい 

（204 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぎょうせい 

（180 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子書房 

（239 ページ） 

 

 

 

 

 

 

本書は，エリスにより創始された REBT

カウンセリングが我が国に与えた影響

から解き起こし，未来への展望まで論

述を尽くした REBTカウンセリングの解

説書である。「第 1 章 REBTの基礎」「第

2 章 REBT の応用」「第 3 章 REBT の展開

分野」「第 4 章 REBT と隣接諸理論」か

ら成る。担当した第 4 章第 2 節では，

論理療法と認知療法といった心理療法

が自然なかたちで融合して生まれた

「認知行動療法」の基本的モデルや特

質を中心に解説した。認知行動療法と

は，人間の認知，行動，情動，生理の

各側面に多面的な働きかけを行うこと

により，それぞれの変容を促し，治療

効果を引き出す治療方法である。 

担当箇所：第 4 章第 2 節「認知行動療

法」（pp.183～191） 

編著者：菅沼憲治 

 

本書は，認知行動療法の理論について

解説するとともに医療，教育，産業の

各領域における具体的かつ実践的な臨

床ケースを中心に具体的な方法論につ

いて詳述したものである。担当箇所に

おいては，認知行動療法の理論の解説，

及び引っ込み思案幼児への社会的スキ

ル訓練など教育領域における認知行動

療法の適用を中心に論じた。 

担当箇所：第 1 章第 1 節「認知行動療

法とは」（pp.12～17），第 2 節「ケー

スフォーミュレーションの目的と効

用」（pp.18～21），第 3節「認知行動

療法におけるケースフォーミュレーシ

ョン」（pp.22～25），第 4 節「認知行

動療法の各種介入技法」（pp.26～38），

第 3 章第 1 節「引っ込み思案幼児への

社会的スキル訓練」（pp.92～105），

第 2 節「チック症状を示す児童の母親

に対する論理情動行動療法（REBT）の

適用」（pp.106～116），第 3 節「友人

関係に不安を感じる女子生徒に対する

認知の再構成」（pp.117～126）。 

編著者：内山喜久雄，沢宮容子，中井

貴美子 

 

本書は学校現場の教師を対象に，子ど

もが育ち合う集団づくりや対人関係ゲ

ームを中核としたグループカウンセリ

ングの方法や活用を解説したものであ

る。担当箇所においては，普段は何の

問題もなく話すことができるのに，あ

る状況に置かれると，途端に口をつぐ

んで話さなくなってしまう子，すなわ
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9．カウンセリング実践ハンド

ブック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．ヒューマンサービスに関

わる人のための心の健康学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．カウンセリング心理学ハ

ンドブック［上巻］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23年 1

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23年 4

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23年 5

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸善 

（766 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化書房博文

社 

（201 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子書房 

（331 ページ） 

 

 

 

ち「選択性緘黙」に焦点を当てた。特

に，「選択性緘黙」に対する援助にお

ける留意点，なぜ対人関係グームが有

効なのかについての解説とともに，対

人関係ゲームの実践まで，包括的に解

説した。 

担当箇所：第 2 部第 5 章「選択性緘黙」

（pp.127～136） 

編著者：田上不二夫 

 

本書は，カウンセラーを志している人，

カウンセリングについてさらに深く知

識を求めて実践したい人に向けて書か

れたものである。担当箇所では，もの

の見方や考え方，行動，情動，生理に

関わる問題の解決をはかる援助方法を

総称した「認知行動カウンセリング」

および「自律訓練法」について解説し

た。自律訓練法は，不安や緊張に起因

する障害の治療などに用いられるが，

最近ではストレス解消や疲労回復，リ

ラクゼーションの手段として，さらに

は学校教育の場における緊張緩和や集

中力の養成などにも活用されるように

なっている。 

担当箇所：第 1 章第 11 節「認知行動カ

ウンセリング」（pp.28～31），第 4 章

第 26 節「自律訓練法」（pp.448～449） 

編著者：松原達哉【代表】，沢宮容子

他【編著】 

 

本書は，第一線で活躍する精神科医，

臨床心理士，大学のカウンセラー，看

護師などの心の健康の専門家が，将来

ヒューマンサービスの仕事に携わる大

学生に知ってもらいたい事柄をわかり

やすく解説したテキストである。第 1

章「心の健康学とは何か」から第 8 章

「ストレスとのつきあい方」まで全 8

章から構成される。担当した 7 章では，

主に人が他人を知り理解する対人認知

について，そのプロセスに働くいくつ

かのルールを紹介するとともに，相手

の性格の捉え方の様々な方法や視点に

ついて解説した。 

担当箇所：第 7 章「人間関係と心の問

題」（pp.163～182） 

編著者：徳田克己，福島洋子 

 

本書は，カウンセリングのテキストで

あり，上巻，下巻，実践編の三冊から

成る。上巻は第 1 章カウンセリング心

理学Ⅰおよび第 2 章カウンセリング心

理学Ⅱで構成されており，担当した第 2
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12. 楽観的帰属様式の臨床心

理学的研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13．ここだけは押さえたい学

校臨床心理学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14．人生哲学感情心理療法入

門: アルバート・エリス博士

の REBT を学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年 4

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 4

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風間書房 

（268 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化書房博文

社 

（219 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡学術出版 

（210 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

章は，多くのカウンセリング技法を概

観しているが，特に論理情動行動療法

（REBT）に焦点を当てた。主に，BERT

の定義や考え方，ABC モデルや ABCDE モ

デルといった理論を中心に解説した。 

担当箇所：第 2 章第 5 節「論理情動行

動療法（REBT）」（pp.208～216） 

編著者：楡木満生，田上不二夫 

 

本書は，博士論文を再構成し出版した

ものである。「第 1 章 楽観性および楽

観的帰属様式に関する研究の動向」「第

2 章 楽観的帰属様式尺度の作成」「第

3章 楽観的帰属様式の性質」「第4章 母

親の楽観的帰属様式と幼児の社会性と

の関連」「第 5 章 悲観的帰属様式から

楽観的帰属様式への変容」および序章

と終章から成る。楽観的帰属様式の尺

度を開発するとともに，事例研究を通

して悲観的帰属様式から楽観的帰属様

式へと変容させる方法の効果を検証し

た。 

 

本書は，教師を志す学生や現場で勤務

している教師だけでなく，学校という

場に関連するすべてのヒューマンサー

ビスに携わる人々に，学校臨床心理を

理解し，その基礎を身につけてもらう

ことを目指したものである。第 1 講「現

在の学校と子どもたち」から第 26講「心

理関連の資格」まで全 26 講で構成され

る。担当箇所では，無気力をテーマに，

無気力な子どもの特徴や原因から，そ

の対応にいたるまで幅広く解説した。 

担当箇所：第 11 講「無気力」（pp.92

～101） 

編著者：小林朋子・徳田克己 

 

本書は，日本人生哲学感情心理療法学

会の REBT 心理士等の資格試験に向け

て，最初の入門コースで活用するテキ

ストである。主に人生哲学感情心理療

法（REBT）の人生哲学を学んでもらう

ことが眼目となっている。第 1 章「人

生哲学感情心理療法の基礎」，第 2 章

「人生哲学感情心理療法の応用」，第 3

章「人生哲学心理療法の展開」，第 4

章「人生哲学感情心理療法の隣接諸理

論」の全 4 章から成る。「認知行動療

法」を担当し，認知行動療法とは何か，

認知行動療法の基本モデル，特徴など

について解説した。 

担当箇所：第 4 章第 2 節「認知行動療

法」（pp.190～196） 
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15．心理療法の見立てと介入

をつなぐ工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16．看護に活かすカウンセリ

ングⅠ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17．クローズアップ学校 
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平成 25年 8

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 8

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 9

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金剛出版 

（187 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナカニシヤ出

版 

（157 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福村出版 

（253 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編著者：菅沼憲治 

 

本書は，『心理療法がうまくいくため

の工夫』シリーズの第二弾である。本

書では特に，心理療法の習得を目指す

者に対して，「見立てと介入のプロセ

ス」の観点から知見を整理した。この

ような点から本書を構成することで，

心理療法の様々な学派を超えた共通性

と相違性が明らかになる。担当箇所で

は，認知行動療法における見立てと介

入に焦点化した。認知行動療法におけ

る見立てに関する考え，具体的な見立

てのプロセスといった基礎的理解か

ら，介入の実際といった実践的な活用

まで，包括的に説明した。 

担当箇所：第 4 章「認知行動療法にお

ける見立てと介入をつなぐ工夫」

（pp.61～71） 

編著者：乾吉佑 

 

ⅠとⅡの二冊組のⅠにあたる本書は，

コミュニケーション・スキルやカウン

セリングの理論編と看護場面でそれを

活かすことに力点をおいた実践編から

構成される。そこでは主に，ケア対象

の生き方を尊重した支援を行うための

アプローチとして，カウンセリング技

法を活用したコミュニケーション・ス

キルについて紹介した。担当箇所では，

カウンセリングの基本的事項について

解説した。取り上げた項目は，カウン

セリングの定義，重要な構成概念，カ

ウンセリングにおける基本的な言語コ

ミュニケーション，非言語コミュニケ

ーションについてである。 

担当箇所：第 4 章第 1 節「カウンセリ

ングとは」（pp.23～27） 

編著者：伊藤まゆみ 

 

本書は，現代社会の人の行動と「ここ

ろ」を応用心理学の視点から読み解く

クローズアップ・シリーズの「学校」

である。これから心理学を学ぼうとす

る高校生や大学生，心理学に興味のあ

る人にとって親しみやすい専門書であ

る。担当箇所では，子どもの抑うつと

認知行動療法について解説した。まず，

子どものうつ病，抑うつ予防プログラ

ムなど「子どもの抑うつ」に関して説

明し，認知行動療法，およびその学校

現場における実践事例などに触れなが

ら，包括的に解説した。 

担当箇所：トピック 22「子どもの抑う
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18．実践学校カウンセリング

2015 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19. 看護に活かすカウンセリ

ングⅡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20. ここだけは押さえたい教

育心理学 
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平成 27 年

11 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学館 

（129 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナカニシヤ出

版 

（143 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化書房博文

社 

（176 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つと認知行動療法: 『うつ病』，若者

の疾患と障害の最大要因」（pp.209～

215） 

編著者：藤田主一・浮谷秀一 

 

本書は，学校教師に，カウンセリング

に関する最新理論を具体的な事例に即

して，学校内の教育活動を援助し，よ

り円滑に進められることを目指し，執

筆されたものである。担当箇所で扱っ

た事例は，全 44 のうち 3 事例である。

キャリアカウンセリング，自己肯定感

を高める支援，および自己決定につい

て学校現場の実情に触れながらカウン

セリングの具体的方法を解説した。 

担当箇所：Ⅴ生き方・キャリア教育の

32「キャリアカウンセリング」（pp.88

～89），34「将来への希望がない」（pp.92

～93），36「自己決定ができない」（pp.96

～97） 

編著者：小林正幸 

 

ⅠとⅡの二冊組のⅡにあたる本書は，

主に，効果的な患者支援と看護師のメ

ンタルヘルスのための自己調節として

の感情マネージメントについて紹介し

ている。担当箇所では，看護師がメン

タルを保つために自身で不快な感情を

調節する方法として，楽観的な思考（ポ

ジティブシンキング）を身につける支

援について説明した。具体的には，人

間が身の回りに起こる様々な出来事に

関して，その原因をどこに求めるか，

どのように受け止めるかによって楽観

的になったり，悲観的になったりする

ことのメカニズムについて解説した。 

担当箇所：第 5 章第 6 節「しなやかな

楽観性で対処：ポジティブ心理学をメ

ンタルヘルスに活用する」（pp.123～

128） 

編著者：伊藤まゆみ 

 

本書は，教師を志す学生や現場の教師

だけでなく，学校という場に関連する

すべてのヒューマンサービスに携わる

人々に，教育心理学を理解し，その基

礎を身につけてもらうことを目指した

ものである。教育心理学の基本的な事

項（学習や動機づけ，知能と学力，パ

ーソナリティ）にとどまらず，いじめ

や不登校，ひきこもり，非行や虐待な

どの問題に対し，どのように指導・援

助したら良いかについても理解が深め

られるよう構成されている。担当箇所
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21. 看護予防のためのベスト

ケアリング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22. 実践学校カウンセリング

2016 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23. ここだけは押さえたい学

校臨床心理学改訂版 
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平成 28 年
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平成 28 年

10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 9

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メジカルビュ

ー社（207 ペー

ジ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学館 

（129 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化書房博文

社 

（242 ページ） 

では，「非行」や「学校カウンセリン

グ」について解説した。例えば非行で

は，最近の非行の特徴やその子どもた

ちと関わる際のポイントについて，ま

た，学校カウンセリングでは，学校カ

ウンセリングの特徴，留意点，技法な

どを中心に解説した。 

担当箇所：第 18 講「非行」（pp.141～

146），第 20 講「学校カウンセリング」

（pp.155～162） 

編著者：沢宮容子・水野智美・高見令

英 

 

本書は，介護する者（家族や施設）に

も，介護される者（高齢者の方々）に

も参考となるよう，より健康に，より

幸福を実感できる支援について理解を

深めてもらうための実用書である。本

書は，「高齢者の睡眠と生活リズムを

整える意味」，「高齢者の人間関係や

交流を阻害する要因と社会的問題」，

「高齢者と介護家族のための最新健康

増進法と支援システム」の 3 部から成

る。担当した第 3 部第 4 章では，主に

論理情動行動療法（REBT）・認知行動

療法について，その理論と具体的な活

用方法について解説した。 

担当箇所：第 3 部第 4 章「バランスの

とれた考え方に変え健康を増進する方

法」（pp.158～163） 

編著者：松田ひとみ・水上勝義・柳久

子・岡本紀子 

 

本書は，学校カウンセリングの実践研

究 48事例と学校カウンセリングの実践

に必要な技法を紹介するとともに，子

どもの悩みや問題に対応するためのテ

クニックを図解している。担当箇所で

は，キャリア教育に関して，子どもた

ちが自らの意志と責任で進路を選択す

る必要性や，成功経験によって自己肯

定感を高めることで将来への希望を育

む重要性について述べるとともに，教

員の関わり方について解説している。 

担当箇所：Ⅴ生き方・キャリア教育 34

「キャリア・カウンセリング」（pp.90

～91）36「将来への希望がない」（pp.94

～95）38「自己決定できない」（pp.98

～99） 

編著者：小林正幸 

 

本書は，不登校，いじめ，発達障害な

ど，学校で扱われることが多い対象や，

虐待などの社会的背景の問題等につい
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24. 公認心理師のための説明

実践の心理学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25. 日常診療に役立つ行動医

学・心身医学アプローチ（再

掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26. 公認心理師技法ガイド

（再掲） 
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平成 30 年

11 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年

11 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナカニシヤ出

版 

（188 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医歯薬出版株

式会社（ 208

ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文光堂 

（896 ページ） 

 

 

 

 

 

 

て具体的な対応等を，実践に活用でき

るように，ヒューマンサービスの専門

家が分かりやすく説明したものであ

る。担当箇所では，無気力な子どもの

特徴や無気力になってしまうか原因を

考察した上で，成功体験や原因帰属，

モデリング，主体性などに着目し，子

どもが無気力から抜け出すための解決

策を解説した。 

担当箇所：第 10 講「無気力」（pp.83

～92） 

編著者：小林朋子・徳田克己 

 

本書は，エビデンスに基づく研究知見

や，研究者自らの説明実践に即して，

公認心理師が遂げるべき説明実践とは

いかなるものか，説明実践に必要な 4

つの力について解説したものである。

担当箇所では，公認心理師の業務の中

で説明がどのように機能しているか，

そして，保健医療，福祉，教育，司法・

犯罪，産業・労働の 5 分野において説

明がどのように実践されているかを把

握する重要性について解説した。 

担当箇所：第 1 部 1 章「公認心理師と

説明の力」（pp.1～4） 

編著者：山本博樹 

 

本書は，「全人的なアプローチ」の基

本となる行動医学の理論・技法を解説

している。疾患編では，領域ごとに具

体的なアプローチ法を紹介し，治療の

難しい"心理社会的因子”の関与が疑わ

れる症例への具体的な対処例を豊富に

収載している。担当箇所では，動機づ

け面接において重要となるチェンジ・

トークを紹介し，それを強化するため

の５つのカウンセリングスキルと 4 つ

のプロセスから具体的な面接方法につ

いて述べるとともに，動機づけ面接の

特徴について解説した。 

担当箇所：患者の行動変容に役立つ理

論・技法８「動機づけ面接」（pp.64～

72） 

編著者：吉内一浩 

 

本書は，公認心理師に解決を求められ

ている様々な分野の心理学的問題の解

決に向けて，有効な専門技能を網羅す

る本邦初のガイドブックである。世界

標準の実践心理職に必要な知識と技法

が第一線で活躍する臨床家・専門家に

より体系的に解説されている。担当箇

所では，セルフモニタリングと認知再
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27. 教師のための学校カウン

セリング［改訂版］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28. 公認心理師への関係行政

論ガイド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29. 臨床心理学と心の健康

（再掲） 
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編著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 9

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 11

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有斐閣 

（351 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北大路書房 

（272 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京大学出版

会 

（364 ページ） 

 

構成法について，それぞれの理論背景

や手続き，活用対象，そして活用する

際に注意すべき具体的方法について解

説した。 

担当箇所：3 章 2.B. 5)「セルフモニタ

リング」（pp.394～398）/ 6)「認知再

構成法」（pp.399～404） 

編著者：下山晴彦・伊藤絵美・黒田美

保・鈴木伸一・松田修 

 

本書は，教職科目「教育相談の理論及

び方法」に対応し，教師にできること

は何かという視点から，理論から実践

までを，具体的にわかりやすく解説し

ている。個別支援だけでなく，学校と

いう集団の中で協働して子どもと学級

集団を育むことをめざす，特別支援教

育も視野に入れた最新の「学校カウン

セリング」入門書となっている。担当

箇所では，「キャリア教育報告書」に

基づき，キャリア教育が必要される背

景を 4 点挙げ，進路指導との違いにつ

いて解説した。 

担当箇所：第 9 章 1 節「なぜキャリア

教育が必要なのか」（pp.162～163）2

節「キャリア教育とは」（pp.164～166） 

編著者：小林正幸・橋本創一・松尾直

博 

 

本書は，保健医療，福祉，教育，司法・

犯罪，産業・労働という心理職の職域

ごとに構成されている。それぞれの職

域で公認心理師として働く中で職務に

関連する法律や制度などを学べる専門

的ガイドブックである。担当箇所では，

心理支援を行うにあたって，行政や司

法その他の組織や，他の専門職とどの

ような連携を行うかについて，生物―

心理―社会モデルを用いて解説すると

ともに，生涯学習の必要性にも触れて

いる。コラムは，「公認心理師」とい

う名称の使用制限に関するものであ

る。 

担当箇所：第１章 1.2「公認心理師の心

理支援の内容と特徴」，コラム「名称

独占資格としての公認心理師」（pp.12

～16） 

編著者：下山晴彦・岡田裕子・和田仁

孝 

 

本書は，東京大学出版会から発刊され

た「現代の臨床心理学シリーズ」全５

巻の中の第５巻である。同シリーズ」

は、臨床現場において役立つ心理専門
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職の知識と技能を、現代臨床心理学の

観点から体系的に解説したものであ

り、本書は、心の健康について、臨床

心理学の観点から解説したものであ

る。第 I 部 臨床心理学の社会的役割、

第 II 部 心の健康増進と予防、第 III

部 コミュニティへのアプローチ、第

IV 部 文化と心理支援、という 4 部構成

となっている。 

担当箇所：本書全体の編集にあたると

ともに、第 I 部 臨床心理学の社会的

役割第 2 章「心理職の社会的役割」

（pp.17～24）を執筆した。 

編著者：金沢吉展・沢宮容子 

 
       

（学術論文等） 

（平成 20 年以降） 

1．衝動性のコントロールに困

難を示す小 3 男児へのソーシ

ャルスキル指導－－挙手行動

に焦点を当てて－－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．気晴らし型反応スタイルと

対処方略との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．認知行動療法による悲観的

帰属様式の変容 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

平成 20年 7

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 20年 9

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 20 年

12 月 

 

 

 

 

日本LD学会誌 

『LD 研究』第

17 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本産業カウ

ンセリング学

会誌『産業カ

ウンセリング

研究』第 11 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本カウンセ

リング学会誌

『カウンセリ

ング研究』第

 

 

本稿は，衝動性コントロールに困難を

示す小学校 3 年生の男児を対象に，指

導時の挙手行動を衝動性の指標とし，

不適切な挙手行動を減らすことを目的

としたソーシャルスキルトレーニング

の実施とその効果を検証したものであ

る。全 12 回のソーシャルスキルトレー

ニングの結果として，療育機関の指導

場面において対象児の不適切な挙手行

動が減少し，適切な挙手行動が増加し

たことが確認された。（pp.181～190） 

共著者：岡部良太，奥野誠一，染木史

緒，芳川玲子，沢宮容子（共同執筆に

つき担当箇所抽出不可能） 

 

本研究は大学生 464 名を対象に，気晴

らしと対処方略の関連を検討したもの

である。反応スタイル尺度と TAC-24 を

実施した結果，否定的考え込み型反応

スタイル得点の高さと回避的方略得点

の高さに関連があること，分析的考え

込み反応スタイル得点の高さと「気晴

らし」以外の回避的方略得点の低さに

関連があることを含む 4 点が明らかに

なった。つまり，気晴らし型反応スタ

イルは，問題解決的な対処方略と組み

合わせることで適応的な作用を持つこ

とが明らかになった。（pp.32～38） 

共著者：大工原美香，奥野誠一，沢宮

容子（共同執筆につき担当箇所抽出不

可能） 

 

本論文では，「帰属様式としての楽観

性」という概念を導入した上で，女子

学生に認知行動療法を適用し，当該学

生の悲観的帰属様式の変容の有効性に
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4．楽観的帰属様式がネガティ

ブな側面への注目と抑うつ傾

向に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．大学生のアサーションがラ

イフイベントの体験に及ぼす

影響  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．男子青年における痩身願望

についての研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21年 6

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21年 9

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

41 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本応用心理

学会誌『応用

心理学研究』

第 34 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本カウンセ

リング学会誌

『カウンセリ

ング研究』第

42 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育心理

学会誌『教育

心理学研究』

第 57 巻 

 

 

 

 

 

 

ついて検討した。大学生 4 年生のクラ

イエント A に対して，7 カ月間にわたる

10 回のセッションを行った結果，悲観

的帰属様式は変容し，自尊感情，充実

感ともに高くなり，抑うつ性，相対的

不安度はともに低くなったことが確認

された。（pp.346～355） 

共著者：沢宮容子，田上不二夫（共同

執筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

本研究では，楽観的帰属様式が，ネガ

ティブな側面への注目と抑うつ傾向に

及ぼす影響について検討した。ここで

の楽観的帰属様式とは，ポジティブな

出来事を永続的，全体的，内的な原因

に，ネガティブな出来事を一時的に，

特異的に，外的な原因に帰属させる様

式である。大学生 97 名を対象に，楽観

的帰属様式尺度とフェースシートを実

施し分析した結果，楽観的帰属様式が

低いほど，ネガティブ自由記述が多い

こと，ネガティブな側面への注目の度

合いが高い者は抑うつ傾向に陥りやす

いこと，などが明らかになった。

（pp.180～181） 

 

本研究では，大学生 461 名を対象に質

問紙による調査を通して，自分の感情

や考えを主張すべき時に相手の立場を

尊重しつつ，その場にふさわしい方法

で率直にそれを表現するアサーション

が，ライフイベントの体験に及ぼす影

響を検討した。その結果，アサーショ

ン行動である「関係形成」や「説得交

渉」は対人的なライフイベントにおい

て，ネガティブな影響を与えないこと

が明らかになった。また，これらの行

動は，日常の対人関係においてポジテ

ィブな影響を与えることも明らかにな

った。（pp.118～124） 

共著者：西田恵里子，奥野誠一，沢宮

容子（共同執筆につき担当箇所抽出不

可能） 

 

本研究では，現代において男性社会に

も広がる痩身願望の存在に注目し，青

年期男子 224 名を対象に質問紙調査を

実施し，痩身願望が規定される心理的

メカニズムのモデルを検討した。その

結果，痩身願望は，痩せれば自分に自

信がもてるといった「自己視点からの

痩身のメリット」が直接影響すること

が明らかになった。また，痩身願望の

ルートとして，自己顕示欲求から発す
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7. 不合理的信念と自己意識

が主張行動に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 不眠を訴える女性への認

知行動療法の適用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 青年期の友人関係におけ

る『自己表明』と『他者表明

を望む気持ち』がライフイベ

ントにおよぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 楽観的帰属様式と自己の

性格特性評価との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年

12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年

12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年

11 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本産業カウ

ンセリング学

会誌『産業カ

ウンセリング

研究』第 12 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本カウンセ

リング学会誌

『カウンセリ

ング研究』第

43 巻 

 

 

 

 

 

 

 

日本心理臨床

学会誌『心理

臨床学研究』

第 28 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本応用心理

学会誌『応用

心理学研究』

第 38 巻 

 

る痩身願望，自己不満感や不安感から

発する痩身願望，自分の意識する肥満

度から発する痩身願望の 3 つを見出し

た。（pp.263～273） 

共著者：浦上涼子，小島弥生，沢宮容

子，坂野雄二（共同執筆につき担当箇

所抽出不可能） 

 

本研究では，認知的要因として位置づ

けられた不合理的信念と自己意識が主

張行動に及ぼす影響を検討した。質問

紙調査の有効回答者合計 486 名を対象

とした重回帰分析の結果，問題回避や

依存，協調主義の信念，あるいは公的

自己意識が主張行動を抑え，倫理的非

難の信念や私的自己意識が主張行動を

促すことが明らかになった。（pp.1～

10） 

共著者：海部紀行，沢宮容子，楡木満

生，井田政則（共同執筆につき担当箇

所抽出不可能） 

 

本研究では，不眠を訴える 33 歳の女性

に認知行動療法を適用し，その有効性

を検討した。初回面接によって得られ

た情報をもとに，睡眠衛生指導，睡眠

スケジュール法，リラクゼーション法，

認知再構成法などの援助指針を立て

た。その結果，女性の不眠の訴えは解

消されたことが確認された。（pp.287

～295） 

共著者：沢宮容子，田上不二夫（共同

執筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

本研究では，大学生 461 名を対象に質

問紙調査を通して，青年期の友人関係

における「自己表明」と「他者表明を

望む気持ち」が，ネガティブライフイ

ベント及びポジティブライフイベント

にどのような影響を与えるのかを検討

した。主な成果として，自己表明・他

者表明を望む気持ちは，対人関係上の

ポジティブな出来事を数多く経験する

資質へと通じることが明らかになっ

た。（pp.687～692） 

共著者：西田恵理子，奥野誠一，沢宮

容子（共同執筆につき担当箇所抽出不

可能） 

 

本研究では，大学生 537 名を対象に質

問紙調査を通して，楽観的帰属様式を

もつ者が自己の性格特性をどのように

評価しているかを明らかにすることを

目的とした。その結果，楽観性の高い
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11. 青年期女子の身体可変性

への認知と身体満足感との関

連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. シャイネスと自己愛傾向

が心理的well-beingに及ぼす

影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13. 考え込み型反応スタイル

と問題解決能力との関連 
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共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 1

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉工業大学

『埼玉工業大

学人間社会学

部紀要』第 12

号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形大学教職

研究総合セン

ター『山形大

学心理教育相

談室紀要』11

巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形大学教職

研究総合セン

ター『山形大

学心理教育相

者と低い者との認知の違いは，ネガテ

ィブな側面において顕著であり，帰属

様式を変容する場合にも，ポジティブ

な側面はあまり変化せず，ネガティブ

な側面が変化する可能性の高いことが

明らかになった。（pp.149～150） 

 

本研究では，個々の身体部位の可変性

に対する青年期女子の認知について段

階評価を用いて測定し，身体部位間の

可変性に対する認知には大村らの結果

から導き出されるような差異が存在す

るかどうかを確認することを第一の目

的とした。質問紙調査の分析により，

「髪」「肌」「シルエット」「目」「鼻

口」など大村らの結果と類似する結果

となった。それに伴って，個々の身体

部位への可変性に対する認知と満足と

の間にどのような関連がみられるかを

明らかにした。相関分析の結果，同じ

身体部位の満足感と可変性に対する認

知との間に有意な正の相関関係がみら

れたのは，「肌」「髪」「鼻口」の 3

部位のみであった。（pp.35～40） 

共著者：大村美菜子，小島弥生，中田

洋二郎，沢宮容子（共同執筆につき担

当箇所抽出不可能） 

 

本研究では，シャイネスト自己愛傾向

との関連を明らかにするとともに，シ

ャイネスと自己愛傾向が心理的

well-being に及ぼす影響について検討

した。大学生 552 名を対象としてシャ

イネス尺度，自己愛傾向尺度，心理的

well-being 尺度の質問紙を実施した結

果，概ねシャイネスと自己愛傾向には

有意な負の関連が認められた。また，

シャイネスの各々の下位尺度と自己愛

傾向の「注目・賞賛欲求」との間には

多くの共通する傾向がみられた。結果

の分析により，個人のシャイネスの状

態を把握し，効果的なシャイネスの介

入を行うためには，自己愛傾向の「注

目・賞賛欲求」にも焦点を当てること

が重要であることが示唆された。

（pp.21～26） 

共著者：栄藤典子，奥野誠一，沢宮容

子（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

本研究では，否定的考え込み型反応ス

タイル，分析的考え込み型反応スタイ

ル，問題解決能力及び主観的

well-being の関連を検討した。大学生



17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. うつ状態に対する認知行

動療法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15. 男女青年における痩身理

想の内在化と痩身願望との関

係についての検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16. 児童の抑うつに及ぼす

REBT 心理教育の効果の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 
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平成 25年 6

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 6

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 8

月 

 

 

 

 

 

 

談室紀要』11

巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更年期と加齢

のヘルスケア

学会誌『更年

期と加齢のヘ

ルスケア』12

巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育心理

学会誌『教育

心理学研究』

61 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本人生哲学

感情心理学会

誌『REBT 研究』

第 3 巻 

 

 

 

 

190 名を対象にした質問紙調査の分析

により，それぞれの考え込み型反応ス

タイルは適応的な働きとも不適応的な

働きとも関連があることが示唆され

た。また，考え込み型反応スタイルに

は，効果的な問題解決を促進する働き

があり，特に，否定的に考え込み傾向

が低く，分析的に考え込む傾向が高い

ものは，問題解決能力と人生満足感が

高くなることが示唆された。（pp.27～

34） 

共著者：岡本翔平，奥野誠一，沢宮容

子（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

認知行動療法とは，人間の認知，行動，

情動，生理に関わる問題の解決をはか

る治療方法のことである。このような

各側面に多面的な働きかけを行うこと

により，それぞれの変容を促し，治療

効果を引き出すことに特徴がある。う

つ病に対する認知行動療法の研究で，

その効果についてのエビデンスを蓄積

してきたが，うつ病以外でも，その適

用範囲は広がりを見せている。近年は，

科学的根拠に基づくエビデンスベース

トの心理療法として，評価を高めつつ

ある。（pp.133～135） 

 

痩身理想の内在化とは，社会的に魅力

がある価値があるとされる痩身を，自

己の価値観や理想として取り込んでし

まう概念である。本研究の目的は，こ

の痩身理想の内在化と痩身願望との関

係について検討することである。男女

学生 585 名を対象に質問紙調査を実施

し，現在の体重（体型）を下回る体重

が魅力的だとする 336 名について分析

を行った結果，男女ともに個人特性は

痩身理想の内在化を媒介することで，

痩身願望とより強い関連が認められ

た。（pp.146～157） 

共著者：浦上涼子，小島弥生，沢宮容

子（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

本研究では，Ellis の ABC理論に基づい

た REBT 心理教育を実施することが，児

童の抑うつにいかなる効果を及ぼすか

を検討した。小学 5年生 70名を対象に，

全 3 回の REBT 心理教育を実施した結

果，REBT 心理教育を受けた児童は実施

後，明らかに抑うつの低減が認められ

た。これにより，児童を対象とする REBT
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17．セルフトークが運動パフ

ォーマンスに及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.気晴らし型反応スタイル

と精神的健康との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19. 大学生における身体の可

変性についての基礎的研究 
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『スポーツ心

理学研究』第
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日本カウンセ

リング学会誌

『カウンセリ

ング研究』第

46 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立正大学『立

正大学心理学

研究年報』 5

巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心理教育は，抑うつの低減効果をもつ

可能性が示唆された。（pp.67～75） 

 

本研究の目的は，中学生と高校生を合

わせた 24 人を対象に，水泳のパフォー

マンス向上における ST（Self-Talk）の

効果を検討することであった。その結

果，ST の使用が良いパフォーマンスに

影響を与えることが示唆された。なお, 

ST の効果をもたらす要因として，実験

参加者が初めて体験する課題の方が，

十分にやり慣れた課題よりも効果が現

れやすいことが示されていることから

も，取り組む課題や求めるパフォーマ

ンスの水準によっては効果がみられな

い可能性も考えられる。（pp.153～163） 

共著者：有富公教，外山美樹，沢宮容

子（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

本研究では，気晴らしの概念に注目し，

気晴らし型反応スタイルと精神的健康

との関連を検討した。 大学生 464 名を

対象に反応スタイル尺度，主観的健康

感尺度，および抑うつ尺度を実施した

結果，気晴らし型反応スタイルは精神

的健康のネガティブ尺度と弱い負の関

連，ポジティブ尺度と弱い正の関連が

あることなどが明らかになった。これ

らの結果により，気晴らし型反応スタ

イルが精神的健康に関連する可能性が

示唆された。（pp.138～147） 

共著者：大工原美香，奥野誠一，沢宮

容子（共同執筆につき担当箇所抽出不

可能） 

 

本研究では，身体を「顔の造り」「目」

「髪」「肌」「上半身」「下半身」の 6

部位に分け，それぞれの部位について

どの程度，可変性があると感じている

かを検討し，女子大生の身体満足度に

関する研究のための基礎的な資料を得

ることを目的とした。分散分析を行っ

た結果，「髪」について最も変えやす

いと感じていることが明らかとなっ

た。ヘアスタイルチェンジに関する記

述を見るとパーマやカラーリングで満

足できる状態に達しやすく，さらにウ

ィックなどを活用している風潮が近年

見られることから，変えることが可能

な身体部位であると考えられる。

（pp.89～93） 

 共著者：大村美菜子，小島弥生，中

田洋二郎，沢宮容子（共同執筆につき
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11 月 
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Sociology 

Study , vol.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金剛出版『臨

床心理学』第

15 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Journal of 

Health Science, 

Vol.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当箇所抽出不可能） 

 

本研究では，身体の可変性に関する認

知の性差を検討した。具体的には，身

体を「目」「髪」「上半身」「下半身」

「顔の造り」「肌」の 6 部位に分け，

それぞれの部位についてどの程度，可

変性があると感じているかを男子学生

と女子学生で比較検討した。その結果，

男女共に「髪」に対する可変性が高く，

「顔の作り」は可変性が低いと認知し

た。一方で，「目」に対する可変性は

男女によって異なり，女性は可変性が

高く，男子は可変性が低いと認知した。

（pp.538～543） 

共著者：大村美菜子，小島弥生，中田

洋二郎，沢宮容子（共同執筆につき担

当箇所抽出不可能） 

 

本稿では，医療・保健領域で働く心理

職に向けて，アルコール依存症患者に

対する回復支援について解説した。ア

ルコール依存症に対する基礎的な背景

知識はもちろん，実践的な援助につい

ても触れた。医療・保健領域の心理職

は，患者を理解し，スクリーニングし，

アルコール依存症の早期発見・早期援

助をしていく能力が求められる。ここ

ではアルコール依存症の治療に専門的

に携わっていない心理職でも理解可能

な SBRT（エスバート）という技法や患

者を受診へと動機づける面接などにつ

いて詳しく解説した。（pp.64～70） 

共著者：小松知己，沢宮容子（共同執

筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

本研究の目的は，ストレスの多い経験

によってもたらされる情動知能の発達

における二文法的思考の役割を検討す

ることである。二文法的思考とは，白

か黒か，善か悪か，0 か 100 かなど，物

事を二律背反なものとして思考する傾

向である。大学生 330 名を対象に二文

法的思考，認知的評価，情動知能の質

問紙調査を実施し，分析した。二文法

的思考に対する嗜好は，挑戦の認知的

評価に有意な正の効果を示し，回避の

認知的評価に負の効果を有することが

明らかになった。一方で，二文法的思

考の信念は，回避の評価と孤立したア

プローチの対処戦略に重大な悪影響を

及ぼすことも明らかになった。（pp.42

～46） 

共著者：生田目光，上田寛子，沢宮容
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日本応用心理

学会誌『応用

心理学研究』

40 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本産業カウ

ン セ リ ン グ 

学会誌『産業

カウンセリン

グ研究』第 16

巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形大学教職

研究総合セン

ター『山形大

学心理教育相

談室紀要』13

巻 

 

 

 

 

 

子（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

本研究では，女性の醜形恐怖心性を測

定する尺度を新たに作成し，信頼性・

妥当性も併せて検討した。醜形恐怖心

性とは，健常者における容姿に対する

強いこだわりのことである。開発した

尺度は，「容姿に対する評価懸念」と

「容姿に対する関心集中」の２つの下

位因子からなる計 9 項目からなる。開

発した尺度は，十分な信頼性，及び収

束的妥当性，弁別的妥当性，併存的妥

当性が確認され，健常者における容姿

に対する強いこだわりを測定するため

の適切な尺度を作成した。（pp.186～

193） 

共著者：大村美菜子，小島弥生，中田

洋二郎，沢宮容子（共同執筆につき担

当箇所抽出不可能） 

 

本研究では，ホープとコーピングの柔

軟性との関連性を検討した。大学生 389

名を対象に質問紙調査を実施した。最

初に精神的につらい状況に遭遇した

時，その場を乗り越え，落ち着くため

に，普段からどのように考え，どのよ

うに行動するようにしているかと質問

し，TAC-24 への回答を求めた（プレ条

件）。続いて，そのようなことを行っ

ても，望んでいるような結果が得られ

なかった時，どのように考えたり，行

動したりするかと質問し，再度 TAC-24

への回答を求めた（ポスト条件）。そ

の結果，ホープ傾向が高い者は，ホー

プ傾向が低い者に比べ，コーピング方

略の情報収集，肯定的解釈，計画立案

の使用頻度が高いことが示された。

（pp.10～17） 

共著者：井古田大介，井古田希美，奥

野誠一，沢宮容子（共同執筆につき担

当箇所抽出不可能） 

 

本研究では，ホープと問題解決能力，

well-being との関連を明らかにするこ

とを目的とした。大学生 401 名を対象

に，ホープ尺度，問題解決能力尺度，

人生の満足度尺度を実施した結果，ホ

ープ傾向が高い者は，ホープ傾向が低

い者に比べて，問題解決能力の下位尺

度である「問題解決行動の自信」，「問

題解決行動の積極性」，「情動の統制

感」が高いことが示された。また，パ

ス解析の結果から，ホープは問題解決
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International 

Journal of 
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and 
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vol.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育心理

学会誌『教育

心理学研究』

第 63 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Behavioural 

and Cognitive 

Psychotherapy, 

vol 43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能力と well-beingに直接影響を与える

ことが明らかになった（pp.1～6）。 

共著者：井古田大介，井古田希美，奥

野誠一，沢宮容子（共同執筆につき担

当箇所抽出不可能） 

 

本研究は，女子学生の身体部位の認識

から自己肯定感とシャイネスの影響を

検討した。検討に当たっては，女子学

生の身体の各部位の満足が，自己肯定

感を通してシャイネスに影響を与える

と仮説を立て，パス分析を用いて検証

を行った。その結果，唯一「肌」に対

する満足が自己肯定感とシャイネスへ

の影響を示した。とりわけ「肌」の満

足が女子大生の自己肯定感とシャイネ

スに重要な影響を与えていることが明

らかになった。（pp.47～53） 

共著者：大村美菜子，小島弥生，中田

洋二郎，沢宮容子（共同執筆につき担

当箇所抽出不可能） 

 

本研究では，体型に関するメディアの

情報を受けた個人が，その影響から痩

身理想をどの程度内在化しているのか

を評価する尺度を開発し，大学生の痩

身理想の内在化とメディア利用頻度と

の関連性について検討した。男女学生

998 名を対象に開発した尺度とネット，

テレビ，雑誌といったメディア利用頻

度との関連性を調べた結果，男性より

女性の方がメディアの情報を受けて痩

身理想を内在化し，メディアの情報を

重要だと考え，外見に関というするプ

レッシャーを感じていることが明らか

になった。（pp.309～322） 

共著者：浦上涼子，小島弥生，沢宮容

子（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

脅威と不安に対する一般的な反応の１

つは，信頼できる人から安心感を求め

ることである。ReSQ は，安心感を求め

ている行動のいくつかの重要な側面を

測定するためのものである。本研究で

は，ReSQ スコアを，強迫神経症を有す

る集団，うつ病を有する集団，健常者

の集団の 3 つの集団間で，安心感を求

めるパターンと結果を比較した。その

結果，強迫神経症のグループは，安心

感をより強く求め，うつ病や健常者の

グループよりも自信を持つ傾向がある

ことがわかった。また，安心感が得ら

れなかった場合には，安心感を求める
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日本ヒューマ

ンケア学会誌

『ヒューマン

ケア研究』第

16 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本応用心理

学会誌『応用

心理学研究』

第 41 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金剛出版『臨

床心理学』第

16 巻   

 

 

 

 

 

 

 

 

傾向が強くなったことが明らかになっ

た。なお，本研究は，強迫神経症とう

つ病の患者の間の安心感の差を定量的

に解明した最初の研究である。（pp.623

～634） 

共著者：小堀修，沢宮容子，伊豫雅臣，

清水栄司（共同執筆につき担当箇所抽

出不可能） 

 

本研究では，看護師の職業文化から生

じた，看護師特有の看護観，患者・家

族観をビリーフの概念でとらえ，看護

師特有のビリーフ内容と看護師特有の

ビリーフの強さを測定する尺度を作成

した。本研究は，２つの調査で構成さ

れる。まず予備調査では，看護師特有

のビリーフを測定する尺度の項目選定

及び作成された尺度に対する因子構造

を検討した。次に本調査では，予備調

査の結果から看護師特有のビリーフ尺

度の因子構造の追加・修正を行い，さ

らに信頼性と併存的妥当性を検討し

た。（pp.30～39） 

共著者：清野純子，石川利江，沢宮容

子（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

本稿では，今後日本で動機づけ面接を

用いた臨床研究のデザインを行う上で

の参考資料とするための文献レビュー

を行った。具体的には，第一に，既存

尺度の種類と特徴（開発経緯，想定さ

れる評価者，評価対象，評価手続き，

日本語邦訳版の有無），第二に，各尺

度の利用頻度，第三に，各尺度の利用

領域，この三点に着目して，これまで

開発されてきた動機づけ面接の評価尺

度についてレビューを行った。（pp.240

～248） 

共著者：大坪陽子，沢宮容子，原井宏

明（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

援助を必要としている人に対し，どの

ように手をさしのべるか，これについ

ては様々な道筋がある。その一つの道

筋が「フォロー（追随）」と「リード

（先導）」の間でバランスをとること

である。これはつまり，CBT，REBT とも

よく馴染む動機づけ面接の導入であ

る。本稿では，どのように CBT，REBT

と動機づけ面接を統合していったら良

いかについて先行研究をレビューしな

がら検討した。特に，心理教育を実施
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のヘルスケア

学会誌『更年

期と加齢のヘ

ルスケア』第

15 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
International 

Journal of 

Affective 

Engineering, 

vol.15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形大学教職

研究総合セン

ター『山形大

学心理教育相

談室紀要』15

巻 

する際に，動機づけ面接の考え方から

クライエントの許可を得たのちに情報

提供を行うことを，すぐにでも導入可

能な例として取り上げた。また，動機

づけ面接が実際に行えるようになるた

めには，集団ワークショップ参加と個

人レッスンも必要である。（pp.275～

278） 

 

認知行動療法は，人間の認知，行動，

情動，生理の各機能は相互に影響し合

いながら，同時に環境の影響も受けて

いるという考え方を前提にしている。

うつ病はもちろんのこと，不安障害や

ストレス関連障害など，精神疾患への

適用をはじめ，精神疾患以外でも，日

常のストレスマネジメント，教育，司

法・矯正，産業場面の問題など，認知

行動療法の適用範囲は広がりを見せて

いる。カウンセラーは，この考え方に

立ち，クライエントの「認知，行動，

情動，生理」という 4 つの機能および

環境に働きかけ，クライエントと協力

しながら，各機能の変容を促していく

のである。本稿では，認知行動療法を

用いたメンタルサポートについて検討

した。認知行動療法の理論的背景とモ

デルから，療法としての特徴について

先行研究を引用しながらレビューを行

った。（pp.134～137） 

 

本研究では，身体の痩身に関連する性

格特性を検討した。意味差判別法（SD

法）を用いるに当たって，事前調査で

12 対の形容詞を選定した。例えば，「清

潔-不清潔」，「身だしなみが良い-悪

い」などである。その後，大学生 91 名

を対象に意味差判別法（SD 法）を用い

て，身体に対する形状について評価さ

せた。その結果，「清潔-不清潔」，「身

だしなみが良い-悪い」は，他の形容詞

に比べて，ポジティブに評価する傾向

が高いことが示唆された。（pp.161～

166） 

共著者：生田目光，斎藤美穂，沢宮容

子（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

本研究では，ホープの概念に注目し，

健常者と比較することで抑うつ者のホ

ープの特徴を検討した。具体的には，

抑うつ者（14 人）と健常者（163 人）

を対象に，ホープ尺度，対処方略尺度，

および抑うつ尺度を実施したところ次
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35. ポジティブボディイメー

ジを測定する BAS-2 の日本語

版作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36. ポジティブ心理学とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.イラショナル・ビリーフが

情動知能の成長感に及ぼす影
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平成 29年 7

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 1

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本心理学会

誌『心理学研

究』第 88 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

精神科編集委

員会誌『精神

科』第 31 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本人生哲学

感情心理学会

のような結果が得られた。健常者に比

べて抑うつ者は，ホープ目標志向的計

画と目標志向的思考が低いことが明ら

かになった。また，健常者に比べて抑

うつ者は，情報収集，肯定的解釈，気

晴らし，計画立案などの使用頻度が低

いことが示された。（pp.1～6） 

共著者：井古田大介，井古田希美，奥

野誠一，西松能子，沢宮容子（共同執

筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

本稿では，ポジティブボディイメージ

（BAS-2）の日本語版を作成し，その因

子構造と内的整合性を検討した。また，

構成概念妥当性を検証するために，体

型不満足感，身体醜形懸念，メディア

の内在化，食行動異常，自尊心，ウェ

ルビーイングとの関連を検討した。さ

らに，食行動異常，自尊心，ウェルビ

ーイングにおいて，日本語版 BAS-2 が

身体不満足感を上回る説明力を持つか

どうかを検証し，妥当性を検討した。

調査を通じて，日本語版は原尺度と同

様に一因子 10 項目で構成され，男女両

方において同一の内容を測定できてい

ることが明らかになった。（pp.358～

365） 

共著者：生田目光，宇野カオリ，沢宮

容子（共同執筆につき担当箇所抽出不

可能） 

 

ポジティブ心理学は，人が生まれて死

ぬまで，「いかに良い方向に向かい，

良い人生を送るか」という課題につい

て，科学的に研究する学問である。人

生に関する良いことは，悪いことと等

しく正真正銘の事実である。また，人

が持つ強みや長所は，弱みや欠点と同

様に重要である。ポジティブ心理学は

そのいずれにも着目することを前提と

する考え方である。具体的には，人間

のポジティブな主観的経験や，ポジテ

ィブな個人特性や，それらの発達を促

進する制度や実践的手法について扱

う。本稿では，ポジティブ心理学の長

い過去と短い歴史，誕生の背景，ポジ

ティブ心理学の独創性，ポジティブ心

理学への批判のテーマについてレビュ

ーした。（pp.50～54） 

共著者：沢宮容子，宇野カオリ（共同

執筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

本研究では，イラショナル・ビリーフ

が情動知能の成長感に及ぼす影響につ
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38. イラショナル・ビリーフ

が自己受容に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39. 認知行動療法は「心理療

法の統合」という視点からど

う見えるのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40. 完全主義は心理的援助へ

のアクセスを妨げるか 
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平成 30年 1
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誌『REBT 研究』

第 4 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本人生哲学

感情心理学会

誌『REBT 研究』

第 4 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金剛出版『臨

床心理学』第

18 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本認知療法

学会誌『認知

療法研究』第

11 巻 

いて検討した。具体的には，個人特性

としてのイラショナル・ビリーフを用

いて，個人特性と認知的評価がストレ

ス対処を導き，そのストレス対処が情

動知能の成長感に影響を及ぼすという

仮説を検証した。なお，ストレス経験

として大学入試に着目し，大学生 330

名を対象に質問紙調査を実施して，共

分散構造分析を行った。その結果，個

人特性によってストレス対処や情動知

能の成長感に与える影響が異なり，そ

れぞれの特性にあった支援が必要であ

ることが示唆された。（pp.3～12） 

共著者：生田目光，上田寛子，沢宮容

子（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

本研究では，イラショナル・ビリーフ

の各側面が自己受容の各側面に対しど

のような影響を与えるかを検討するた

め，大学生 189 人を対象に日本語版イ

ラショナル・ビリーフテストと自己受

容測定尺度を実施した。重回帰分析の

結果，外的無力感と内的無力感，問題

回避の身体的受容に対する負の影響，

外的無力感と問題回避の精神的自己受

容に対する負の影響などが明らかにな

った。このことから，イラショナル・

ビリーフの各側面と自己受容の各側面

には，異なる関連が示され，個々に検

討する必要が示された。（pp.13-20） 

共著者：井古田大介，井古田希美，奥

野誠一，沢宮容子（共同執筆につき担

当箇所抽出不可能） 

 

心理療法の統合とは，心理療法の効率

や効果，適用性を高めるために，学派

の壁を超えて，より良い療法を模索す

る試みのことである。「統合的心理療

法」が完成した一つの心理療法を指す

のに対し，より良い方向性を目指す過

程や姿勢を目指すのが「心理療法の統

合」である。本稿では，認知行動療法

は「心理療法の統合」という視点から

どう見えるのかについて検討した。具

体的には，心理療法の統合の様々な形

態についてレビューした上で，逆に心

理療法の統合という視点から認知行動

療法を検討した。（pp.77～79） 

 

本研究では，心理的援助へのアクセス

を促進もしくは阻害する心理的要因に

ついて検証した。特に，アスリートが

どのような資源から心理的援助を求め
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43. パッション尺度日本語版

の作成および信頼性・妥当性

の検討 
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日本応用心理

学会誌『応用

心理学研究』

第 43 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本心理学会

誌『心理学研

究』第 89 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本心理学会

誌『心理学研

究』第 89 巻 

 

 

ようとするのか，そして，抑うつ，ス

ティグマ，心理的援助に対する態度を

統制した上でも完全主義パーソナリテ

ィが援助を求めることを妨げるのかを

検証した。その結果，大学生アスリー

トは感情的な問題を抱えた時に専門家

よりも家族や友人に援助を求めようと

すること，ネガティブ完全主義は，パ

フォーマンスの悩みを抱えた時にコー

チやチームメイトに援助を求めること

を妨げることなどが明らかになった。

（pp.23～31） 

共著者：小堀修，吉永尚紀，沢宮容子，

（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

先行研究において「体型に関わる損得

意識」が痩身願望に至るメカニズムは

男性と女性で異なる可能性が示唆され

ているが，いずれの研究も男性と女性

を別々に検討しており，単純に比較す

ることが困難である。そこで本研究で

は，痩身願望を支える要因としての「体

型に関わる損得意識」，つまり痩身の

メリット感及び現体型のデメリット感

について，男女青年を比較できる形で

検討した。（pp.1～9） 

共著者：小島弥生，浦上涼子，沢宮容

子，（共同執筆につき担当箇所抽出不

可能） 

 

本研究の目的は，反応スタイルや対人

関係，メンタルヘルスについて異性愛

者との比較から LGB の傾向を明らか

にするとともに，性的指向が対人関係

や反応スタイルを介してメンタルヘル

スに影響を与える仮説モデルについて

検討することであった。大学生・大学

院生 1330 名（LGB205 名，異性愛者 1125

名）を対象に質問紙調査を行った結果，

LGB は異性愛者に比べ，ネガティブな反

省を頻繁に行い，対人ストレスが多く，

ソーシャルサポートが少ないことが示

された。さらに，性的指向は，反芻を

介して抑うつや不安に影響をおよぼす

ことが示された。（pp.356～366） 

共著者：佐藤洋輔，沢宮容子（共同執

筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

パッションは，特定の活動などに対し

て向けられる強い意向である。本研究

では，Passion Scale の日本語版を作成

し，パッション尺度日本語版の信頼性

と妥当性の検討を行った。基準関連妥
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44. 適応的調和食行動尺度
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45. Development and validation 

of a Japanese version of the 

Emotion Regulation 

Questionnaire for Children and 

Adolescents 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46. 持続要因に着目した反す

う研究の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 8

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 1

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 2

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本心理臨床

学会誌『心理

臨床学研究』

第 37 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Neuropsychiatr

ic Disease and 

Treatment, 

vol.16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筑波大学『筑

波大学心理学

研究』第 58 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

当性の検討のため，パッション尺度日

本語版に加え，フロー，集中，不安，

恥，抑うつ，ウェルビーイング，ポジ

ティブおよびネガティブな感情を測定

した。分析の結果，先行研究と同様に

調和性パッションと強迫性パッション

の 2 因子構造が認められ，十分な信頼

性と妥当性を備えていることが示され

た。（pp.490～499） 

共著者：久保尊洋，沢宮容子（共同執

筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

本研究は，適応的調和食行動を測定す

る IES-2 の日本語版を作成し，信頼性・

妥当性を検討すること，および IES-2

日本語版が摂食障害傾向を超える予測

力を持つかを検証することを目的とし

た。大学生 675 名を対象に行った質問

紙調査の回答を分析した結果，IES-2 日

本語版は十分な信頼性・妥当性を持つ

とともに，従来注目されてきた摂食障

害傾向を超えて，ウェルビーイングを

予測することができる有効な尺度であ

ることが示唆された。（pp.238～248） 

共著者：生田目光，沢宮容子（共同執

筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

本研究の目的は，Emotion Regulation 

Questionnaire for Children and 

Adolescents（ERQ-CA）の日本語版を作

成し，その信頼性と妥当性を検討する

ことである。8～12 歳の児童 389 名およ

び 12～18 歳の青年 1738 名に対して調

査を行った。また，４週間後に 1300 名

の児童と青年を対象として，8-11 歳，

12-15 歳，16-18 歳という異なる年齢層

における測定不変性の検証を行った。

分析の結果，ERQ-CA 日本語版は，良好

な信頼性と妥当性を有していることが

示された。（pp. 209～219）  

共著者：生田目光，藤里紘子，伊藤正

哉，沢宮容子（共同執筆につき担当箇

所抽出不可能） 

 

反芻はもともと抑うつのリスクファク

ターとして提唱されたもので，研究が

進むにつれその不適応な側面に焦点が

当てられた。近年，反芻の特性に加え

て，その状態に着目する重要性に言及

され，介入や研究手法に変化がみられ

ている。本稿では，反芻が持続する要

因について，4 つの観点すなわち（1）

制御理論，（2）メタ認知的信念，（3）

気分状態，（4）注意資源と注意の範囲
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47. イラショナル・ビリーフ

が心身の主観的健康感に及ぼ
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the Japanese version of the Body 

Appreciation Scale-2 for 
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立正大学『立

正大学臨床心

理学研究』第

18 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Body Image, 

vol,32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Body Image, 

vol.33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

から文献のレビューを行い，今後の展

望を述べる。（pp.83～92）  

共著者：大井瞳，望月聡，沢宮容子（共

同執筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

本研究は，短期縦断的な方法を用いて，

イラショナル・ビリーフ（iB）と対人

ライフイベントとの交互作用が心身の

主観的健康感に及ぼす影響を明らかに

することを目的とした。その結果，「外

的無力感」の iB 得点が高い者は，対人

ポジティブライフイベントの経験頻度

が多いほど「身体的不健康」がやや低

い，「外的無力感」の iB 得点が低いも

のは，対人ポジティブライフイベント

の経験頻度が多いほど「身体的不健康」

がやや高い傾向が示された。（pp.21～

33）  

共著者：井古田希美，井古田大介，奥

野誠一，西松能子，沢宮容子（共同執

筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

バストサイズ満足度調査は，女性のバ

ストサイズに対する不満や体験を国際

的な視点から評価するため行われた。

40カ国にわたる18,541名の女性を対象

に調査を行った結果，全体の約 70％が

自身のバストサイズに何らかの不満を

持っていた。また，バストサイズに対

する不満が大きいほど体重や外見への

不満が大きく，心理的幸福が低いなど，

バストサイズへの不満が女性の心理

的・身体的幸福度と関連することが示

唆された。（pp.199～217）  

共著者：Swami, V., Tran, U. S., 

Barron, D., Afhami, R., Aimé, A., 

Almenara, C. A., ...Sawamiya, Y... & 

Argyrides, M.（共同執筆につき担当箇

所抽出不可能） 

 

近年，ポジティブなボディイメージ研

究への関心が高まっているにもかかわ

らず，子どもたちを対象にポジティブ

なボディイメージを探求した研究はほ

とんどない。本研究の目的は，Body 

Appreciation Scale for Children-2

（BAS-2C）の日本語版の作成および信

頼性・妥当性の検討である。243 名の子

どもたちを対象に調査を行った結果，

良好な信頼性が示された。また，BAS-2C

日本語版と身体に対する不満，自尊心，

生活満足度の相関から十分な妥当性が

あることが示された。（pp.7～12）  

共著者：生田目光，八島禎宏，沢宮容
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51. Investigation of attachment 
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52. 浅い関係で用いられるス

キルが対人疲労感に及ぼす影
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53 パッションがスマートフ

ォン依存，精神的健康，不眠

傾向に与える影響 
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日本応用心理

学会誌『応用

心理学研究』

第 46 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Psychologia, 

vol.62 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本学校カウ

ンセリング学

会誌『学校カ

ウンセリング

研究』第 21 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本学校心理

学会誌『学校

心理学研究』

子（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

本研究では，浅い関係で用いられるス

キルが行動活性を媒介し，抑うつおよ

び不安に与える影響について検討し

た。大学生 466 名を対象に質問紙調査

を行った結果，「楽しさ演出スキル」

は，活性化を媒介して，抑うつおよび

対人不安を低減し，「衝突回避スキル」

は，活性化および回避を媒介して，抑

うつおよび対人不安を低減するという

影響過程が示された。一方で，「表面

的同意スキル」に関しては活性化を媒

介し，抑うつおよび対人不安が増加す

るという影響過程が示された。（pp.139

～148） 

共著者：田中圭，沢宮容子（共同執筆

につき担当箇所抽出不可能） 

 

本研究の目的は，新しい図式的ツール

である「距離的情動調節マッピング」

（DARM）を用いて，大学生アスリート

の情動調節戦略を検討することであっ

た。96 名の大学生アスリートを対象に

分析を行った結果，安全な愛着志向を

持つアスリートは，ストレスを和らげ

るために頼りにしている人との近接を

求める傾向があること，大学生アスリ

ートがストレスに対処するために DARM

が有用であることが示唆された。

（pp.63～76）  

共著者：小堀修，沢宮容子，吉永尚紀，

Rowe, A. C.，Wilkinson, L. L（共同

執筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

本研究の目的は，大学生を対象に対人

疲労感尺度を作成するとともに，浅い

関係で用いられるスキルおよび従来の

ソーシャルスキルが対人疲労感にそれ

ぞれどのような影響を及ぼしているの

かを検討することである。その結果，

尺度の信頼性・妥当性が確認され，「表

面的同意スキル」と「主張性スキル」

が対人疲労感の高さと関連し，「関係

開始スキル」と「関係維持スキル」が

対人疲労感の低さと関連していること

が明らかとなった。（pp.49～57）  

共著者：田中圭，宮前淳子，沢宮容子

（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

本研究では，スマートフォン（以下ス

マホ）使用に対する調和性パッション
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54 青年期前期女子における

ボディ・アプリシエーション，

身体認識，ダイエット行動の
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55. LGB における性的指向と

関連した体験：マイノリテ

ィ・ストレスに焦点を当てて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56. 日本語版幸せへの恐れ尺

度と日本語版幸せの壊れやす

さ尺度の信頼性・妥当性の検

討  
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令和 3 年 4
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令和 3 年 4
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第 20 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本応用心理

学会誌『応用

心理学研究』

第 46 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本心理臨床

学会誌『心理

臨床学研究』

第 39 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本心理学会

誌『心理学研

究』第 92 巻 

 

 

 

（以下 HP）と強迫性パッション（以下

OP）がスマホ依存，精神的健康，不眠

傾向に与える影響を明らかにすること

を目的とした。その結果，HP と OP がそ

れぞれに与える影響が示され，適切な

スマホ使用と問題のあるスマホ使用と

を区別した効果的な心理教育的援助サ

ービスを提供できる可能性が示唆され

た。（pp.129～137）  

共著者：久保尊洋，沢宮容子（共同執

筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

本研究では，わが国の青年期前期女子

のボディイメージの実態を把握した上

で，青年期前期女子におけるボディ・

アプリシエーションについて検討し

た。214 名を対象に質問紙調査を行った

結果，理想とする BMI と現実の BMI 

のギャップが大きく，わが国の青年期

前期女子は WHO 基準における低体重を

理想としていることが示された。一方

で，ボディ・アプリシエーションとダ

イエット行動との関連については，有

意な相関関係は認められなかった。行

動よりも認知に優先的に介入すること

で，ボディ・アプリシエーションをよ

り効率的に高めることができると考え

られる。（pp.264～270） 

共著者：生田目光，鈴木公啓，沢宮容

子（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

本研究では，12 名の LGB 当事者の大学

生および大学院生への半構造化面接に

よって LGB における性的指向と関連し

た体験について検討した。その結果，

LGB はスティグマと関連した様々なプ

ロキシマル・ストレッサーを体験して

いる一方で，LGB コミュニティや LGB 文

化へのコミットメントにより，肯定的

な体験もしていることが示された。こ

れらの体験内容は LGB としてのアイデ

ンティティの受容度と関連し，その性

的指向によって異なることが示唆され

た。（pp.26～37） 

共著者：佐藤洋輔，沢宮容子（共同執

筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

本研究では，日本語版幸せへの恐れ尺

度と日本語版幸せの壊れやすさ尺度を

作成し，信頼性・妥当性を検討した。

因子構造，内的整合性，構成概念妥当

性，増分妥当性，再検査信頼性の 5 つ

の観点から検討を行った結果，本研究
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57. 対人問題の困難さと重要

な他者に対する役割期待のず
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58. パッションが自動思考を

介して人生満足感と抑うつに
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59. 心理臨床における動機づ
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日本応用心理

学会誌『応用

心理学研究』

第 47 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本ストレス

マネジメント

学会誌『スト

レスマネジメ

ント研究』第

17 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

金剛出版『精

神療法』第 47

巻 

 

 

 

 

のサンプルにおいて，日本語版幸せへ

の恐れ尺度と日本語版幸せの壊れやす

さ尺度は十分な信頼性・妥当性を備え

ていることが示された。また，2 つの尺

度は，生活満足度，抑うつ，不安，ス

トレスといった心理的要因に対して，

BIS/BAS 以上の予測力をもつという新

たな知見が得られた。（pp.31～39） 

 共著者：生田目光，猪原あゆみ，浅

野良輔，五十嵐祐，塚本早織，沢宮容

子（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

本研究では，日常場面で個人が感じる

様々な対人問題の困難さを測定し，精

神状態との関連について検討した（研

究 1）。さらに，重要な他者に対する役

割期待のずれが対人問題の困難さおよ

び精神状態に及ぼす影響について検討

した（研究 2）。その結果，研究 1 では，

様々な対人問題の困難さが精神状態と

関連することが示され，パーソナリテ

ィや対人特性だけでなく，対人問題の

困難さに着目することの必要性が示唆

された。研究 2 では，役割期待のずれ

のうち，特に重要な他者の支援的行動

に関する役割期待のずれが対人問題の

困難さを高め，さらに抑うつを高める

ことが示された。（pp.12～24） 

 共著者：鈴木康之郎，能渡真澄，田

中圭，沢宮容子（共同執筆につき担当

箇所抽出不可能） 

 

本研究では，パッションと自動思考と

の関連を明らかにするために，パッシ

ョンが人生満足感及び抑うつに与える

影響における自動思考の媒介効果を検

討した。大学生 248 名に質問紙調査を

行った結果，調和性パッションから肯

定的自動思考を介して，人生満足感に

正のパスと，抑うつに負のパスがみら

れた。また，強迫性パッションから，

否定的自動思考を介して，抑うつに正

のパスがみられた。（pp.89～96）  

共著者：久保尊洋，沢宮容子（共同執

筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

本稿では，Miller と Rollnick の「動

機づけ面接に関する 10 の“not”」に

即して，MI（動機づけ面接）の具体的

な内容を解説した。MI は，変化につい

ての会話であり，カウンセリングであ

り，コミュニケーションのスタイルで

あることから，集団ワークショップ参
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61. 教師における 3 種類のコ
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62．パーソナリティ障害傾向

が対人目標および自己呈示に

及ぼす影響―親密度の違いに

着目して― 
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Body Image, 

vol.40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本心理臨床

学会誌『心理

臨床学研究』

第 40 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筑波大学『筑

波大学心理学

研究』第 60 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加と個人レッスンが欠かせない。机上

学習だけではなく，実践によってスキ

ルを磨くことが重要であることが示唆

された。（pp.663～669） 

共著者：沢宮容子，佐藤洋輔（共同執

筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

機能的評価尺度（FAS）は，自分の身体

とその能力に対する評価を測定する尺

度として広く採用されている。本研究

では，FAS 日本語版の信頼性・妥当性を

検証した。750 名の日本人を対象にオン

ライン上で行った質問紙調査の分析結

果から，FAS 日本語版の十分な・妥当性

と，ポジティブなボディイメージと健

康的な食生活を向上させるための機能

的評価の重要性が示唆された。

（pp.116-123） 

共著者：生田目光，山宮裕子，島井哲

志，沢宮容子（共同執筆につき担当箇

所抽出不可能） 

 

本研究の目的は，教師のコンパッショ

ンと，コーピング，バーンアウトとの

関連について検討することであった。

小中学校に勤める教師 188 名を対象に

質問紙調査を実施し，構造方程式モデ

リングによる分析を行った結果，「セ

ルフ・コンパッション」と「他者から

のコンパッション」が高いほど，適応

的コーピングを用いやすく，バーンア

ウトを低減させることが示された。一

方で，「他者へのコンパッション」は

コーピングやバーンアウトにつながっ

ていなかった。（pp.40-50） 

共著者：生田目光，滝本鈴，沢宮容子

（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

本研究の目的は，境界性・自己愛性・

演技性・回避性・依存性 PD 傾向におけ

る対人目標が自己呈示に及ぼす影響に

ついて，親密度の違いに着目して検討

することであった。その結果，親しい

友人に対しては、境界性 PD 属性はコミ

ュニオンの自己呈示に正の影響を与

え、自己愛性 PD 属性は主体性の自己呈

示に正の影響を与えることが示され，

知人に対しては、組織型 PD 属性と自己

愛型 PD 属性が、対人関係上の目的に応

じて自己呈示を促進したり抑制したり

することなどが示された。（pp. 65-76） 

共著者：櫛引夏歩，望月聡，沢宮容子

（共同執筆につき担当箇所抽出不可
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日本教育心理

学会誌『教育

心理学研究』
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日本心理学会

誌『心理学研

究』第 93 巻 
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『認知行動療
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International 

Journal of 

Environmental 

Research and 

能） 

 

本研究の目的は，児童を対象にボディ

イメージの実態を調査し，ポジティブ

ボディイメージを育成するプログラム

を開発し，効果を検証することであっ

た。まず，児童 232 名を対象として質

問紙調査を行ったところ，ボディイメ

ージの問題は児童期から生じているこ

とが示された。次に，全 3 回の 1 次予

防プログラムを開発し，児童 161 名を

対象に学級単位で有効性を検討した結

果，ポジティブボディイメージが高ま

り，その効果は 3 ヵ月間維持されるこ

とが示された。（pp.205-220） 

共著者：生田目光，八島禎宏，沢宮容

子（共同執筆につき担当箇所抽出不可

能） 

 

本研究の目的は，対人問題インベント

リー短縮版を作成し，信頼性および妥

当性の検討を行うことであった。分析

の結果，測定精度が十分に保たれた短

縮版であることが示され，特に，対人

問題を強く感じている者に対してより

高い測定精度を有することが示唆され

た。また，十分な内的整合性および再

検査信頼性も確認された。

（pp.150-160） 

共著者：鈴木康之郎，田中圭，白砂佐

和子，沢宮容子（共同執筆につき担当

箇所抽出不可能） 

 

本研究の目的は，動機づけ面接の中核

的スキルはスマートフォン使用につい

てのチェンジトークを引き出すかどう

かを明らかにすることであった。実験

参加者 50 名に対し，スマートフォン使

用の問題を標的行動にし，動機づけ面

接の中核的スキルを用いる OARS 条件

と，非 OARS 条件を設定し，1 回の面接

で交互に条件を変えて介入を行う ABAB

デザインで実験を行った。その結果，

動機づけ面接の中核的スキルは，スマ

ートフォン使用についてのチェンジト

ークを引き出すスキルであることが示

唆された。（pp. 173-182） 

共著者：久保尊洋，瀬在泉，佐藤洋輔，

生田目光，原井宏明，沢宮容子（共同

執筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

ボディイメージ研究において、文化間

の要因に考慮した研究はほとんど見ら

れない。本研究では、ドイツ、ナイジ
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67. 人はどのような自分を目

指すのか?: 理想自己・義務自

己・望ましくない自己の質的

検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68. LGB アイデンティティ尺

度 (LGBIS) 日本語版の作成 
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令和 5 年 2

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 4

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Public Health, 

19(20) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筑波大学『筑

波大学心理学

研究』第 61 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本心理学会

誌『心理学研

究』第 94 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ェリア、アメリカ、日本という４カ国

の 2163 人（女性 48％、男性 52％）を

対象にし、ボディイメージ、身体知覚

等を検討した。その結果、Instagram、

TikTok 等の使用頻度と、女性自身の身

体に対するネガティブな認知との間

に、有意な相関があることなどが明ら

かになった。 

共著者：Christoph Wallner, Svenja 

Kruber, Sulaiman Olanrewaju Adebayo, 

Olusola Ayandele, Hikari Namatame, 

Tosin Tunrayo Olonisakin, Peter O, 

Olapegba, Yoko Sawamiya, Tomohiro 

Suzuki, Yuko Yamamiya, Maximilian 

Johannes, Wagner, Marius Drysch, 

Marcus Lehnhardt, & Björn Behr（共

同執筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

本研究の目的は，①国内の現代青年が

有する望ましくない自己の内容を検討

すること，②3 つの自己指針を取り上

げ，その内容から概念的関係を検討す

ることであった。関東圏の大学に在学

する大学生および大学院生 198 名を対

象に、調査を行い、質的検討を行った

ところ、理想自己，義務自己，望まし

くない自己のいずれにおいても，その

内容によって自己不一致の大きさの程

度が異なることが示された。（pp. 

111-121） 

共著者：能渡綾菜、能渡真澄、望月聡、 

沢宮容子（共同執筆につき担当箇所抽

出不可能） 

 

本研究の目的は、Lesbian、Gay、

Bisexual Identity Scale（LGBIS）の

日本語版を開発することであった。703

人の日本人 LGB当事者を対象に、LGBIS）

翻訳された日本語版の信頼性と妥当性

を検討した。その結果、LGBIS 日本語

版は十分な内的整合性と再検査信頼性

を有しており，基準関連妥当性もアイ

デンティティに関わる複数の指標との

間でおおむね予測通りの関連を示し

た。さらに，精神的健康との関連につ

いても，先行研究の知見を支持する結

果が得られ、本研究によって作成され

た LGBIS 日本語版は十分な信頼性・妥

当性を備えていると判断された。（pp. 

54-64） 

共著者：佐藤洋輔、宇野カオリ、沢宮

容子（共同執筆につき担当箇所抽出不

可能） 
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69.ボディ・アプリシエーショ

ンの統合的支援モデルの検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70.日本語版状態ホープ尺度

の作成および信頼性・妥当性

の検討 
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令和 5 年 6

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 8

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育心理

学会誌『教育

心理学研究』

第 71 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本心理学会

誌『心理学研

究』第 94 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究ではポジティブボディイメー

ジの一種であるボディ・アプリシエー

ションを高める心理教育的支援の開

発に向けた基礎的な研究を行うこと

とした。具体的には、ボディ・アプリ

シエーションを促進すると考えられ

る感謝、セルフ・コンパッションおよ

びメディアの影響を扱い、適応的調和

食行動や人生満足度への影響を含め

て、統合的支援モデルを検討すること

を目的とした。264 名の大学生を対象

に構造方程式モデリングをおこなっ

た結果、仮説モデルがおおむね支持さ

れた。感謝はセルフ・コンパッション

を促進し、セルフ・コンパッションは

ボディ・アプリシエーションを促進し

た。また、感謝はボディ・アプリシエ

ーションを直接的にも促進していた。

メディアの影響は、ボディ・アプリシ

エーションを促進しなかったが、適応

的調和食行動を促進した。さらに、ボ

ディ・アプリシエーションは適応的調

和食行動と人生満足度を促進してい

た。これらの結果は、ボディ・アプリ

シエーションの発達と介入ターゲッ

トの理解の促進に貢献しうる。（pp. 

131-144） 

共著者：生田目光、沢宮容子（共同執

筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

本研究では、日本語版状態ホープ尺度

の作成および信頼性と妥当性の検討

を目的とした。研究 1 では、因子構

造、内的整合性、構成概念妥当性、増

分妥当性の検討を行った。その結果、

研究 1 では、日本語版状態ホープ尺

度が原版と同様に 2 因子 6 項目で構

成され、十分な内的整合性と構成概念

妥当性を有することが示された。ま

た、状態ホープは状態不安において特

性ホープの影響を超えて、独自の説明

力を持つという増分妥当性が示され

た。研究 2 では、日誌法調査により、

状態ホープの変動性が一部確認され

た。また、状態ホープと日常的出来事

との関連が示され、構成概念妥当性お

よび特性ホープとの弁別的妥当性が

示された。そして、状態ホープと特性

ホープ、抑うつ、ポジティブ感情、ネ

ガティブ感情、人生満足度の経時的な

相互関係が明らかとなった。以上のこ

とから、本研究で作成した日本語版状
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71.Body appreciation around 

the world: Measurement 

invariance of the Body 

Appreciation Scale-2 

(BAS-2) across 65 nations, 

40 languages, gender 

identities, and age  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72.基本的心理欲求の充足と

不満、パッション、人生満足

度との関連  
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令和 5 年 9

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 11

月 

 

 

 

 

 

 

 

 
Body Image, 

vol,46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本ストレス

マネジメント 

学会誌『スト

レスマネジメ

態ホープ尺度は十分な信頼性と妥当

性を備えていると判断された。（pp. 

219-229） 

共著者：鍋田奈々、田中圭、生田目光、

佐藤洋輔、宇野カオリ、沢宮容子（共

同執筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

ポジティブボディイメージを測定する

BAS-2（The Body Appreciation Scale-2）

は、ポジティブな身体イメージ構成の

中核的な側面を測定する尺度として広

く用いられている。しかし、多くの国々

における BAS-2 の測定不変性に関する

研究はまだ限られている。そこで、本

研究では、Body Image in Nature（BINS）

データセット（2020 年から 2022 年の間

に収集されたデータ）を利用し、65 カ

国、40言語、性別、年齢層にわたる BAS-2

の測定不変性を評価した。確認的因子

分析により、すべての国、言語、性同

一性、年齢層にわたって完全な尺度不

変性が維持されていることが示され、

一次元 BAS-2 モデルが広く適用可能で

あることが示唆された。潜在的な身体

評価には、国や言語によって大きな違

いがあったが、ジェンダー・アイデン

ティティや年齢層による違いはごくわ

ずかであった。さらに、身体に対する

評価が高いことは、より高い生活満足

度、独身であること（既婚者またはコ

ミットメントされた関係にあることと

比較）、より田舎であること（都会的

であることと比較）と有意に関連して

いた。また、国家レベルのデータに基

づくと、身体的評価が高いほど、米国

との文化的距離が遠いこと、相対的な

所得格差が大きいことも有意に関連し

ていた。これらの知見は、BAS-2 が身体

鑑賞の構成概念のほぼ普遍的な概念化

を捉えている可能性が高いことを示唆

しており、今後の異文化間研究を促進

するものである。（pp. 449-466） 

共著者：Viren Swami, Ulrich S. Tran, 

Stefan Stieger, Toivo Aavik, Hamed 

Abdollahpour Ranjbar, Sulaiman 

Olanrewaju Adebayo, Reza Afhami, Oli 

Ahmed, Annie Aimé, Marwan 

Akel, ...Sawamiya, Y... & Martin 

Voracek（共同執筆につき担当箇所抽出

不可能） 

 

本研究は、生活全般の基本的心理欲求

の充足と不満、パッションを向けた活

動内の欲求充足（以下欲求充足）と不
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73.青年期における醜形恐怖

心性と自己受容感および賞賛

獲得欲求・拒否回避欲求との

関連 
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令和 6 年 3

月 

 

ント研究』第

19 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『容装心理学

研究』第 3 巻 

 

 

 

満（以下欲求不満）、調和性パッショ

ン、強迫性パッション、人生満足度と

の関連を明らかにすることを目的とし

た。大学生 331名を対象に質問紙調査

を行った。調査内容は、生活全般の欲

求充足と欲求不満、調和性パッション、

強迫性パッション、パッション基準、

パッションを向けた活動内の欲求充足

と欲求不満、人生満足度であった。パ

ッション基準に基づき選定した 305名

を分析対象者とした。その結果、生活

全般の欲求充足は調和性パッションお

よび人生満足度と正の関連、生活全般

の欲求不満は調和性パッションと負の

関連、活動内の欲求充足は調和性パッ

ションおよび強迫性パッションと正の

関連を示した。欲求不満のモデルにお

いて、調和性パッションおよび強迫性

パッションと人生満足度との関連の強

さを比較すると、調和性パッションの

方が人生満足度との関連が強かった。

ストレスマネジメントの一環として、

パッションを向けた活動に従事する際

には、その活動に限らず、他の活動や

生活全般の基本的心理欲求に着目し、

欲求充足を高めていく、もしくは欲求

不満を低めることが重要であることが

示唆された。（pp. 79-87） 

共著者：久保尊洋、 沢宮容子（共同執

筆につき担当箇所抽出不可能） 

 

本研究では、青年期における醜形恐怖

心性と自己受容感および賞賛獲得欲求

および拒否回避欲求との関連について

検討した。調査対象者は大学生 536 名

であった。結果として、「自己受容感」

から「拒否回避欲求」を媒介し「醜形

恐怖心性」へ影響を与えていた。すな

わち、青年期においては、自身の良い

面も悪い面も受け入れられない状態に

ある場合、他者からの否定的な評価を

避け、容姿へのこだわりを強めること

が明らかになった。（pp. 46-49） 

共著者：大村美菜子、沢宮容子（共同

執筆につき担当箇所抽出不可能） 

 
         

（その他） 

（平成 20 年以降） 

1. 認知行動療法事典 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年

12 月 

 

 

 

 

 

日本評論社 

（512 ページ） 

 

 

 

 

 

本書は，世界各国の研究者・実践家が

CBT（認知行動療法）について広汎かつ

包括的に執筆し，これまでの CBT の到

達点を示すとともに，今後の課題を提

示している。CBT の包括的な理解を助け
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2. 臨床実践を導く認知行動

療法の 10 の理論―「ベックの

認知療法」から「ACT」・「マ

インドフルネス」まで― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 生涯発達の中のカウンセ

リングⅡ: 子どもと学校を援

助するカウンセリング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 臨床心理学 必携保存版

臨床心理学実践ガイド 
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平成 24 年

11 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 2

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 7

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

星和書店 

（522 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイエンス社 

（308 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金剛出版 

（160 ページ） 

 

 

る「読む事典」とも言うべき内容とな

っている。担当翻訳箇所では，CBPT（認

知行動遊戯療法）について，従来の遊

戯療法との違いや子どもを対象に認知

療法を行う場合の留意点，CBPT の導入

および CBPTの 4段階について解説する

ともに，環境や材料，介入についても

説明した。 

担当箇所：「遊戯療法」（pp.456～458） 

編著者：A.フリーマン・S.H.フェルゴ

ワーズ・A.M.ネズ・ C.M.ネズ・M.A.ラ

イネッケ【編著】内山喜久雄・大野  

裕・久保木富房・坂野雄二・ 沢宮容子・

富家直明【監訳】 

 

本書は，理論構造が臨床実践をどのよ

うに導き豊かにするか，認知行動療法

の主要な 10のモデルについて解説して

いる。「精神障害の哲学，心理学，原

因，および治療」から始まり，「理論

的情動行動療法」「アクセプタンス＆

コミットメントセラピー」「行動活性

化療法」「弁証法的行動療法」「認知

分析療法」「ポジティブ心理学とポジ

ティブセラピー」「マインドフルネス

認知療法」「感情焦点化／対人的認知

療法」等、全 11 章で構成される。 

 編著者：N.カザンツィス・M.A.ライ

ナック・A.フリーマン【著】，小堀修・

沢宮容子・勝倉りえこ・ 佐藤美奈子

【訳】 

 

本書は，大学や研修におけるカウンセ

リングの教科書として使用することを

目的とし，生涯発達カウンセリングを

体系的に解説した。特に, 学校におけ

るカウンセリングを様々な側面から説

明し，議論しているところに特色があ

る。担当箇所では，対人関係ゲーム・

プログラムというカウンセリング技法

について解説した。同技法は，教師が

学級集団における人間関係を改善し，

学級づくりを促進させるためのもので

ある。 

担当箇所：コラム②「学校づくりを促

進する対人関係ゲーム・プログラム」

（pp.108～109） 

編著者：石隈利紀・藤生英行・田中輝

美 

 

 本書は，臨床心理学の学問と実践の

発展を一望するキーワード集である。

初学者が臨床心理学の世界に触れるた

めのガイドブックとして，また臨床実



39 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 人を育む愛着と感情の力

――AEDP による感情変容の理

論と実践―― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. ポジティブ精神医学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 質的心理学辞典 
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平成 29 年

11 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 7

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年

11 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福村出版 

（480 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金剛出版 

（395 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新曜社 

（419 ページ） 

 

 

 

 

践の基本を確認し，知識の幅を広げよ

うとする臨床家のために作られた一冊

である。担当箇所では，科学と実践が

結合した流れに触れ，心理学全般の知

識と実証的な研究方法の学習と臨床実

践の両方を行うことで，科学性と実践

性の両方を獲得する必要性について解

説した。 

担当箇所：「科学者―実践家モデル」

（pp.540～541） 

編著者：岩壁茂，「臨床心理学」編集

委員会 

 

本書は，AEDP（加速化体験力動療法）

の包括的なテキストである。第１部の

「理論的基盤」では，コア感情の構成

概念、愛着理論の研究との関わり，そ

して孤独から生み出される病理などか

ら感情の変容モデルについて解説し，

第 2 部の「ツールと題材」では，３つ

の表象図式やコア感情体験，ヒーリン

グ感情を取り上げてモデルの運用を説

明し，第３部の「介入方略」では，コ

ア感情体験や開かれた関係性を促進

し，防衛や不快な抑制感情の影響を最

小限に抑える様々な方法を示してい

る。 

編著者：D.フォーシャ【著】岩壁茂・

花川ゆう子・福島哲夫・沢宮容子・妙

木浩之 【監訳】（共訳につき担当箇所

抽出不可能） 

 

本書では，ポジティブメンタルヘルス

がどのように精神医学の実践，教育，

研究の中心的要素となり得るのかを，

客観的に測定可能な研究結果から裏付

け，定義や介入方法などの視点から考

察した一冊である。担当箇所では，児

童精神医学の訓練の大部分は精神疾患

に焦点を当てたものであることを指摘

し，ウェルネスと健康増進を児童精神

科ケアに取り込む必要性について解説

した。 

担当箇所：第 14 章「ポジティブ児童精

神医学」（pp.317～337） 

編著者：D.ジェステ・P.バートン【著】

大野裕・三村將【監訳】 

 

本書は，質的研究の「いま」を概観し

理解するための 1098 項目を精選し，基

本的な概念から注目の研究テーマや方

法論，知っておきたい人名まで簡潔か

つ明快に解説した一冊である。担当箇

所では３つの用語を担当，「公認心理
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8. 公認心理師・臨床心理士の

実践知を看護に活かす! ナー

スが使える臨床心理の知識・

技法(第 9 回)動機づけ面接
(Motivational Interviewing : MI) 
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（798 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誠信書房 

（256 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

師」では名称独占や 4 つの業務につい

て，「心理療法」ではその目的，理論

や技法について，「CBT」では認知・行

動・情動・生理の４つの機能に働きか

け，自助の方法を獲得させることなど

について解説した。 

担当箇所：「公認心理師」(pp.107)「心

理療法」(pp.168)「認知行動療法：CBT」

(pp.238～239) 

編著者：能智正博・香川秀太・川島大

輔・サトウタツヤ・柴山真琴・鈴木聡

志・藤江康彦 

 

本稿では，動機づけ面接（以下 MI）に

ついて，両価性の状態を理解し丁寧に

話を聞いたり，開かれた質問，是認，

聞き返し（確認），要約のスキルを使

って会話を続けたりすることが，行動

変容支援の第一歩となるということを

解説した。また，臨床の場で会話の多

い介護職に MIが役立つということにつ

いて，事例を紹介しながら解説した。

（pp.114～117） 

共著者：瀬在泉，沢宮容子（共同執筆

につき担当箇所抽出不可能） 

 

本書は，広範な治療法をもつ認知行動

療法に関する全 329 項目から構成され

た事典であり，①基礎理論，②基礎研

究，③認知行動療法の適用範囲，④ア

セスメント技法，⑤介入技法から公認

心理師における主要 5 分野の解説まで

を網羅している。担当箇所では，A. エ

リスによって創始された REBTを取り上

げ， ABC モデルを踏まえている点，イ

ラショナルビリーフに着目する点，合

理的かつ哲学的なアプローチである点

などの特長について解説した。 

担当箇所：第 5 章「Rational Emotive 

Behavior Therapy (REBT)」（pp.290～

291） 

編著者：日本認知・行動療法学会 

 

本書は，日本におけるこれからの心理

療法の統合のあり方を示すものであ

る。有効性の確立された 6 つの統合療

法や，臨床家育成のトレーニングにも

言及し，重要な最新理論もトピックス

にて提示している。担当箇所では，数

多ある心理療法は，いずれも共通要因

で説明可能であるとする主張，ドード

ー鳥評定について解説した。この主張

を肯定する立場と否定する立場の両方

の論点を説明し，今日の心理療法の分
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11.応用心理学ハンドブック 
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福村出版 

（858 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠見書房 

（639 ページ） 

析について解説している。 

 担当箇所：TOPICS2「ドードー鳥評定」

（pp.36～37） 

編著者：日本心理療法統合学会・杉原

保史・福島哲夫 

 

本書は、中心的テーマとして 16 の領

域・分野【研究方法／認知／感情・情

動／教育／発達／パーソナリティ／臨

床／福祉／健康／看護・医療／犯罪／

社会・文化／産業／交通／災害／スポ

ーツ】からホットなトピックを取り上

げ（1 章 20 トピック）、今どのような

研究が各分野でなされているのか、関

連する研究の歴史的背景、最新の動向、

今後の課題と展望について解説した応

用心理学研究の一大リファレンスであ

る。臨床心理学領域である第 7 章「臨

床と応用心理学」の編集にあたるとと

もに、Topic 9「動機づけ面接」を執筆

した。（pp.336～337） 

共著者：沢宮容子、大坪陽子（共同執

筆につき担当箇所抽出不可能） 

企画：日本応用心理学会、編集：応用

心理学ハンドブック編集委員会 

 

本書は，臨床心理学に関する全 630 項

目から構成された事典である。臨床心

理学は 100 年を超える歴史を有してお

り，社会構造の変化，基礎心理学、精

神医学、基礎医学等の学際領域の発展

により日々更新をし続ける学問領域で

ある。本書は、臨床心理学の実践や研

究を助ける実用的な事典となってい

る。担当箇所では「カウンセリング」

および「カウンセラー」について解説

した。 

 担当箇所：「カウンセラー」（pp.51

～52）、「カウンセリング」（pp.52～

53）。 

監修：野島一彦 

 

     

 


